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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

展覧会ドラフト2015
PARASOPHIA特別連携プログラム
川村麻純 『鳥の歌』
河本信治（PARASOPHIAアーティスティックディレ
クター）の審査により選出された川村麻純の展
示プランを実現。日本と台湾の関係史をテー
マとした映像、写真によるインスタレーション
作品を展示。
会期：	3月7日（土）－5月10日（日）
	 10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

伝統

五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
第1回 「勧進帳」
日時：	4月4日（土）14:00－15:30
会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金：	無料
定員：	100名（要事前申込／先着順）

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第22回「新内節を知る」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企
画。4月は、哀調豊かに三味線で弾き語る新
内節に着目します。
日時： 4月18日（土）15:00－16:30
会場： 大広間
講師：新内枝幸太夫（新内弥栄派家元）
料金： 無料
定員：30名（先着順／要事前申込）

素謡の会・関連企画
「観能ツアー♯7 《養老》《楊貴妃》《阿漕》」
能《養老》《楊貴妃》《阿漕》についての解説の
後、「京都観世会四月例会」の能楽を鑑賞する
ツアーです。
日時：	4月26日（日）
	 レクチャー 9:30－10:30
　　　「京都観世会四月例会」 11:00－17:00

※9:15に受付を開始します。10:00を過ぎ
るとキャンセル扱いとなります

会場：	京都観世会館（集合場所は別会場）
※集合場所は後日お知らせします

講師：	田茂井廣道（能楽師シテ方観世流）
料金：	4,000円（レクチャー、「京都観世会四月例

会」鑑賞料込）
定員：	30名（要事前申込／先着順）

明倫茶会

様々な分野で活躍している方々が席主となっ
て、開催するお茶会です。席主によって趣向
が異なるので、毎回新たな楽しみを見出せる
のが魅力です。

｢超縄文｣
現代美術の普及に努める「超京都」による縄
文人の食生活をイメージした茶会。
日時：	4月25日（土）13:00／14:30
会場：大広間
席主：超京都（代表・松尾惠）
内容：	縄文をイメージした食べ物と飲み物、

お話
定員：	各席30名
料金：	1,000円（要事前申込）
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名

･電話番号･希望時間、同席希望の方
がいる場合はその氏名を明記の上、4
月10日（金）までに申込〔必着〕。ウェブサ
イトからも申込可。応募者多数の場合
は抽選。

※Topic02（P4）もご覧ください

PARASOPHIA:
京都国際現代芸術祭2015

アーノウト・ミック 『異言』
大企業の社内行事と現代の宗教儀式とをパ
ラレルに見せることにより、国境を越えた新
たな宗教運動の出現について探求する大規
模なインスタレーションを展示。
会期：3月7日（土）－5月10日（日）10:00－19:00

※月曜閉場、ただし5月4日（月・祝）は開場。
入場無料

会場：	講堂

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

KIKIKIKIKIKI 「ヨガ（月礼拝と骨盤調整）」
太陽礼拝と対になる月礼拝は気持ちの良い
眠りへと誘うものとされていますが、骨盤の
歪みを整える作用もあります。骨盤の歪みを
改善し日々の生活を向上しましょう。
日時：	4月1日（水）19:00－20:30
会場：	制作室9
定員：	15名
持ち物：タオル、飲み物
※動きやすい服装でお越しください

京都フィロムジカ管弦楽団
「近くで聴こう！ アンサンブルコンサート」
オーケストラのいろいろな楽器の響きをすぐ
近くで楽しんでいただけるよう、アンサンブル
コンサートを開きます。ぜひ聴きにいらしてく
ださい！
日時：	4月12日（日）13:00－14:00
会場：	制作室12
定員：	20名

MuDA「MuDA 全身循環運動・基礎編」
人間の身体は様 な々モノを巡らせ循環させな
がら生きています。基礎編では身体を様々な
方向にひっくり返して循環促進していきます。
日時：	4月15日（水）19:00－21:00
会場：	フリースペース
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

笑の内閣
「新聞から時事ネタコントをつくろう」
参加者が持参した新聞からアイディアを出し
合って、時事ネタコントを作るワークショップ
です。楽しく簡単に世相を斬るコントをつくり
ましょう
日時：	4月20日（月）19:00－21:00
会場：	制作室１
定員：	10名
持ち物：新聞

WI'RE
「電子音響音楽制作ワークショップ～声
を使った音作品を作ろう～」
“声”を録音してパソコンで音作品を作ろう。
音楽を作った事が無い方、パソコンが苦手な
方でもOK。WI'RE音響担当の石上和也がナ
ビゲート。他メンバーも参加！
日時：	5月2日（土）13:00－18:30
会場：	和室「明倫」
定員：	10名
持ち物：
　1.パソコン(WindowsまたはMac)
　2.ヘッドホン
　3.USBメモリー
　4.本・雑誌など(録音時に使用、無くても可)
※申し込み時に下記をお知らせください
1.持参されるパソコン（WindowsまたはMac）
2.可能であればOSの種類(バージョン)

発表支援事業（共催事業）

大人と子どもの日本舞踊体験教室発表会
小曲から長唄まで挑戦し、練習の成果を発
表します。先輩の方々が賛助で舞台に花を
添えます。
日時：	4月5日（日）14:00-16:00 
会場：	フリースペース
料金：	無料 
主催・問合せ：京のたぬき囃子実行委員会
　TEL：075-221-4258

ヤン富田 パフォーミング・アーツ in 京都
最先端の前衛音楽から誰もが口ずさめるポッ
プ・ソングまでを包括する希代の音楽家、ヤ
ン富田による京都初の公演。
日時：	4月12日(日)
　①『ビート禅 in 京都』 開演14:00
　②『アシッドテスト in 京都』 開演17:30
　※開場は開演の30分前
会場：	フリースペース
料金：	一般前売（各回）¥3,500／当日（各回）

¥4,000
	 学生（各回）¥2,500／前売通し券¥6,000
主催：RUBYORLA
問合せ：ASL in Kyoto
　E-mail: aslinkyoto@gmail.com

京都の暑い夏／Dance Scape
第20回 京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル
国際的に活躍する振付家、ダンサーら12名を
講師として招聘。ビギナーからプロのダンサー
まで様 な々レベルのクラスを設けたワークショッ
プ、開催20周年を記念したガラ・パフォーマンス
など多彩なプログラムを展開します。
日時：	4月18日（土）－5月17日（日）
会場：	フリースペース

※ワークショップ各コースの詳細な内容と
日程、料金については、下記ウェブサイ
トをご覧ください

主催・問合せ：Dance & Environment（ダン
スアンドエンヴァイロメント）
TEL：070-6500-7242
FAX：075-414-2454
E-mail：info@hotsummerkyoto.com
WEB：www.hotsummerkyoto.com

制作支援事業

Virginia Project
『Esquisse for A Room of One’s Own』
日時：	3月31日（火）19:00
会場：	MATSUO MEGUMI +VOICE GALLERY 

pfs/w（下京区）　　
料金：	1,000円（ドリンク付き・要事前申込）
問合せ：Virginia Project 
　E-mail：vpj.info@gmail.com

アトリエ劇研 アソシエイトアーティスト
ショーケース
きたまり『スケルツォ』
日時：	4月12日（日）14:00
	 13日（月）14:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	前売2,500円／当日2,800円
問合せ：アトリエ劇研
　TEL：075-791-1966（9:00－17:00）
　E-mail：info@gekken.net

THE ROB CARLTON 9F
『ELDER STATESMAN’S GARDEN』
日時：	4月17日（金）19:30
	 18日（土）13:00／19:00
	 19日（日）13:00
会場：	HEP HALL（大阪市北区）
料金：一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生2,000円（前売・当日共）
問合せ：THE ROB CARLTON（酒井）
　E-mail：info@rob-carlton.jp

てんこもり堂&KAIKA劇団 会華＊開可
『お家に帰りたい』
W・シェイクスピア「ヘンリー五世」から発想を
得て、ある家族と家族を囲む町の人々のお話。
日時：	5月4日（月・祝）15:00／19:30

5日（火・祝）15:00／19:30
6日（水・祝）15:00

会場：	アートコミュニティスペースKAIKA
	 （下京区）　　　　
料金：前売1,700円／当日2,000円  
	 ペア(家族割)3,000円（前売のみ）
	 3人券4,500円（前売のみ）
問合せ：てんこもり堂（きん）　　　　
　TEL：090-9701-9962
　E-mail：tenkomoridou@yahoo.co.jp

KUNIO番外公演『ともだちが来た』
日時：	5月14日（木）19:00

15日（金）19:00
16日（土）13:00 / 16:30
17日（日）12:00

会場：	元・立誠小学校 音楽室（中京区）
料金：	一般前売2,800円／当日3,500円
	 学生前売2,000円／当日2,500円
問合せ：KUNIO　　　　
　TEL：075-712-6004
　E-mail：info@kunio.me

第238回 市民狂言会 
日時：6月26日（金）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	郭公、吹取、泣尼、神鳴
出演：	茂山千五郎、七五三、千三郎 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、チケットぴあ（P 
コード：443－206）
※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱
※京都芸術センターにて、4月1日（水）より販
売開始

平成27年度 市民狂言会
年間席札販売
公演日：6月26日（金）、8月20日（木）
	    12月4日（金）、3月4日（金）
会場：	京都観世会館（左京区）
料金：	8,000円（全４回分）限定100枚
※お一人様2枚まで。完売次第終了
京都芸術センターにて、4月1日（水）より販
売開始。年間を通して前売券をご購入い
ただくよりも安くなります

素謡の会 「宙にただよう恋」
第1回《楊貴妃》
日時：	6月11日（木）
	 開場18:30 開演19:00
	 （受付開始18:00）
会場：	大広間（待合：講堂）
出演：	杉浦豊彦、河村晴久、分林道治、

宮本茂樹、田茂井廣道
料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センターにて4

月6日（月）より販売

素謡の会 「宙にただよう恋」
年間席札発売
日時：	6月11日（木）、9月17日（木）
	 11月5日（木）、2016年2月4日（木）
	 開場18:30 開演19:00
	 （受付開始18:00）
会場：	大広間（待合：講堂）
企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師

シテ方観世流）
料金：	5,000円（全4回分）限定80枚
※お一人様2枚まで。完売次第終了
京都芸術センター窓口にて、4月6日（月）よ
り販売開始。年間を通じて前売券をご購入
いただくよりも安くなります

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

第32期 制作室使用者募集
芸術家（団体）の活発な創作活動を支援す
るため、造形および舞台芸術作品の制
作を行う「制作室」（全12室）を提供します。
使用期間：10月1日（木）－2016年9月30日（金）
使用料：無料
条件：
・	1申請につき使用期間は最大3ヶ月
・	新しい芸術表現を試み、継続的な活動
を展開していること

・	制作した作品を京都芸術センター以外の
場で発表する具体的な計画があること

・	市民との交流に対して意欲的であること
・	明倫ワークショップの実施
締切：3月31日（火）〔必着〕

トラディショナル・シアター・トレーニ
ング（T.T.T.）2015 受講生募集
T.T.T.は、舞台芸術に携わる人を対象と
した3週間の伝統芸能トレーニングです。
期間：	7月24日（金）－8月12日（水）
応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術

に関わる表現活動もしくは研究
活動を行っている方。原則として、
オリエンテーションから発表会ま
でのすべてのスケジュールに参
加できる方。伝統芸能を積極的
に学ぶ意欲のある方。国籍・年
齢・性別は不問

定員：	24名（能・狂言・日本舞踊 各コース8名
程度）

受講料：一般70,000円／学生・アーティ
スト（※審査あり）50,000円

※リピーター割引（過去にT.T.T.を受講した方）一
般50,000円／学生・アーティスト40,000円
※4月15日（水）までの申込については、早期
割引として各受講料より5,000円引き
締切：	6月30日（火）〔必着〕
※応募書類は締切を待たずその都度選考し、
結果通知。定員になり次第、募集を打ち切
ります

アーティスト・イン・レジデンス2016
パフォーミング・アーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアー
ティスト・イン・レジデンスプログラム。
2016年度はパフォーミング・アーツの分
野から募集します。
滞在期間：	2016年4月1日（金）－2017年
	       3月31日（金）（3ヶ月以内）
応募資格：
・	パフォーミング・アーツの分野の芸術
家または芸術分野の研究者で、京都
に滞在し制作・調査研究などを行う理
由が明確な方。国籍不問

条件：
・	滞在期間中、市民との交流事業を企
画、実施すること。

・	活動の成果発表を行うこと。
支援内容：
・	滞在期間中（3ヶ月以内）の宿泊場所の
提供

・	制作場所の提供
・	制作費として1件につき（個人・グループ
問わず）20万円の補助

・	広報及び宣伝協力
・	アートコーディネーターによるサポート
締切：	6月30日（火）〔必着〕

作家ドラフト2016 作品展示プラン募集
若手アーティストの発掘・支援を目的と
した作品公募。ギャラリー北・南のいず
れかの空間のための作品展示プランを
公募します。
審査方法：書類選考にて各ギャラリーに

つき入選者各1名（組）を決定
審査員：小沢剛（アーティスト、東京藝術大

学先端芸術表現科准教授）
支援内容：
・	作品制作、運搬、展示及び撤去のた
めの費用として、1名（組）につき30万円
を支給

・	広報及び宣伝協力
・	会期中及び展覧会準備期間中のアト
リエ提供（入選者で共有、使用期間は調整
のうえ決定）
展覧会開催日程：2016年2月
締切：	5月10日（日）〔消印有効〕
※Topic03（P4）もご覧ください

「PARASOPHIA: 京都国際現代
芸術祭2015」サポートスタッフ募集
会期中の運営業務を支えるサポートス
タッフを募集します。芸術を学ぶ学生、
アートに興味がある方、とにかく芸術祭
に関わってみたい！という方、ぜひご応
募ください。
活動期間：5月10日（日）まで
対象：
・	18歳以上。国籍不問。日本語の会話
能力を有する方

・	英語等多言語のできる方歓迎
※活動は無償（報酬・交通費なし）。事務局の負
担により、ボランティア保険に加入。
　詳細は下記ウェブサイトをご覧ください
　WEB：www.paravol.jp
※P4もご覧ください

募集要項および応募用紙は、京都芸術センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに同センターまで送付または持参（持参の
場合は締切日の20時まで）。
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忘れられた作曲家の紹介と、独自のテーマに基づいた

選曲とで個性を発揮している大阪交響楽団。今回は、先

ずウォルトン（1902-1983）の組曲《ヘンリー5世》が演奏され

た。今年度を貫くテーマ、シェイクスピア生誕450年記念、

所縁の作品である。

全体を通じて弦がしなやかで、木管も軽快、こぢんまり

とはしているが実に位高い響きを聴かせる。結果として、

ウォルトンの外向的な華やかさよりも、寧ろその洗練され

た管
オーケストレーション

弦楽法の持つ、響きの透明さが明らかとなっていた

事を、わたくしは大いに評価したいと思う。

続いては、田部京子さんを迎えてのマルトゥッチ（1856-

1909）のピアノ協奏曲第1番。存命中は指揮者・ピアニスト

としても華やかな活躍を示した作曲者の、特にこの若書

きの協奏曲は、現在殆ど顧みられぬものだろう。

冒頭から田部さんはかなり勇壮な演奏で、この人の印象

を改めさせるほどの力強い打鍵でリードしてゆく。それは時

として響きの混濁をも生じさせる程で、その点彼女特有の

音色美がかなり犠牲になっていたのは残念である。それに

もかかわらず、特に第1楽章ではピアノが管弦楽に埋没す

る事が間 あ々ったのだけれども、わたくしは実際に楽譜を閲

し得なかったから、これがそもそもの管弦楽法に起因するも

のなのか、判断がつかない。続く第2楽章は、旋律美のパッ

チワークの如き音楽であるが、それに過度に耽溺する事を

しないのは田部さんらしい。全楽章通じて、オケは伴奏の範

大阪交響楽団 第192回定期演奏会
2月18日（水）

ザ・シンフォニーホール（大阪市北区）

向的ではない関係によって、薮内と地域住民が「驚かせ合

い」、お互いにおもしろがることを「見つけ合う」うちに、独

特のグルーブのようなものが生まれ始めている。

ワークショップは地域住民が参加しやすい平日の昼間

に行われていて、実際に参加者は地域の60～80代の女

性が多い。ワークショップの種類を問わず、常連のように

参加する方々が多いのは、その場に、地域の人たちが集

まり、語ったり遊んだりする場としての意味が自然発生し

ているからだ。地域にアートをインストールすることによっ

て、そのような場が生まれることは、地域への波及効果の

一つであると言えるが、Breaker	Projectではそれを目標

やゴールとするのではない。そういった効果の表れを地

域からのフィードバックとして受け取り、長期的・継続的な

活動のなかに循環させることによって「芸術と社会の関係

を再構成していくための実践」を行い続けている。

薮内はさらに地域でのリサーチやワークショップを経て、

2015年度後期にその集大成となる発表を行う予定となって

いるが、まだまだプロセスは変幻自在の可能性を持ってい

る。kioku手芸館「たんす」では、薮内のワークショップで生ま

れた成果物が展示されており、開館日には随時見学できる。

劇団サニー『みるきーはわかってくれない』
2月26日（木）－28日（土）

STAGE+PLUS（大阪市阿倍野区）

昨年夏から今年初頭にかけて、大阪の小劇場・ウイング

フィールドが主催する若手対象の演劇祭（ウイングカップ５）

に審査員として参加させて頂いた。貴重な機会になったの

は、めっきり腰も重くなり、それなりに評判にでもならない

限り見ず知らずの若手（とされている方々）の作品を観ること

が無くなっていたからだ。現在の大阪において、主に若手

対象のコンペとしてはシアトリカル應典院のspace×drama

シネフィルの女子高生はつまらない男と付き合っていたが

別れたようで、妊娠検査キットを力任せに踏みつける。ミユ

キが片思いしていた「あっくん」の部屋にはメイド姿のラブ

ドールがいたが、最近出来たらしい彼女に見つかってゴミ

捨て場に破棄される。ラムネと名乗る破棄されたラブドー

ルは唐突に喋りだし自分の元持ち主に恋するミユキや女子

高生と束の間の交流を図るが自ら命（空気？）を絶つ（ように私

には見える）。ミユキとラブドールはそれぞれの立場は違えど

も、結果「あっくん」に所有され得ていないことにおいて等

しい。ミユキは精神の安定の為に、「あっくん」のゴミ袋に

毎週月曜日必ず入っているという食べかけのミルキーをか

じるが、そこに性的な隠喩を勝手に読み取るならば、その

味はおそらく苦いのだ（精液は苦いらしいから）。オトコたちと

の断絶を抱えたオンナたちの集まる場所として、断絶の苦

痛を吐き出す場所としてこのゴミ捨て場は設えられている。

この作品はありふれた閉塞感―どうにもならないどうし

ようもないどうしていいかわからない―に満ちている。作

家はまるで私たちも（は）結局燃えるゴミなのだ、とでも言い

たげだ。ただそこに瑞 し々さと健全さが宿るのはその語られ

が2003年から登竜門的な役割を果たしている。そこでは大

阪小劇場界というミニマムなコミュニティで今面白いとされ

ている若手劇団がほぼ毎年、前評判通り優秀劇団に選出

されていく。

ほぼ毎年有望な人材は現れている。問題があるとすれ

ば、現れた彼らが何を選び、何処へ行くかということにな

る。私が作品で見る限り、若い人たちの多くはとても明るく

健全で、元気にやっているように見える。若者の劇場離れ

も一つの選択肢としてありふれたものになったが、私がこ

の若い劇団を観た場所も劇場とは銘打っているものの本

当に小さく、あべのハルカスの麓にこんな場所があること

に少し感動すら覚えた。…そろそろ本題に入ろう。

作品の舞台はマンションのゴミ捨て場、登場人物は女

性のみ。フィールドワークと称して大学時代に好きだった男

「あっくん」のゴミ漁りを続ける喪女（ミユキ）。かつてルーム

シェアをしていた今彼氏持ちの友人は浪費癖があり頻繁に

お金を無心してくる。息子が同性愛者だったことにショック

を受け新興宗教に嵌って夫にも逃げられたおばさん。よく

出来る姉ばかりを贔屓する親に捨てられている、と感じる

る範囲の小ささ（自身の為に作品を創るということ）やありがちな

ショーアップを廃した淡 さ々故のようにも思われる。健全な

暗さは信用に値する。結局人は自分の周りの小さな範囲の

ことしか分からない（が、それすらも定かではないしこれから自分

がどうなるかなんて誰にもわかるはずは無い）。 （2月28日観劇）

みたむら	けいじ／俳優、空の驛舎、C.T.T.大阪事務局●私のレビューは今回
が最終回となりました。京都芸術センターの皆様、取り上げさせて頂いた団体
の皆様そして読者の皆様、３年間のお付き合い本当にありがとうございました。

若い憂鬱

演劇

三田村啓示

関西圏の公演・展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　4 / 1 ▲ 4 / 30

図書室休室日：4月30日（木）

Breaker	Project（ディレクター：雨森信）は、大阪・新世界

で2003年にスタートし、現在は西成区山王とその周辺地

域へと活動エリアを拡げ、地域の空き家や空き店舗、小

学校などを活用したアートプロジェクトを行うとともに、地

域の創造活動拠点を増やしている。その拠点の一つとし

て2012年にオープンしたkioku手芸館「たんす」では、今

年度、薮内美佐子によるプロジェクトがスタートした。アニ

メーション制作やパフォーマンス、音楽と、多様なアウト

プットを持つ薮内は、昨年6月から5つのワークショップを

実施してきた。水彩絵の具で文字をなぞる「鳥に色を塗っ

ておいてね」、ネクタイでブックカバーを作る「サラのボロ

布」、屋内や街の中にあるものの表面をこすり出す（フロッ

タージュ）「黒いながめ」、顔を2つ持つ不思議な生き物を作

る編みぐるみのワークショップ「山の向こう」。2014年度

から2015年度までの約2年間をプロジェクト期間としてお

り、目標をあらかじめ設定せず、毎月2～3回行われるワー

クショップを通して、薮内と地域住民が共働しつつ、着地

点を探りながら進められている。

継続的なワークショップは、薮内の創作プロセスである

と同時に、薮内と参加者たちとの「引き出し」の見せ合いっ

このようにも見える。薮内が投げかける、何だか謎めいた

お題に対して、参加者はそれぞれに得意の技術とアイデ

アを駆使して、しばしば提案すら含めて投げ返す。このよ

うな、ワークショップでの教える／教えられるという一方

うちやま	さちこ／アートマネージャー●「パラソフィア」と連携企画が京
都市内の各地で展示されていて、出かける間々に立ち寄りながら見てい
ます。歩き慣れた都市の時空を変える体験となっていて、これが自分の
まちで芸術祭が行われるということかと実感しています。

アーティストとの共働から
生まれる地域のグルーブ稀曲への共感満ちる

美術

音楽

Breaker Project ／薮内美佐子プロジェクト
2014年6月26日（木）－2015年3月12日（木）

kioku手芸館「たんす」（大阪市西成区）

内山幸子樋口騰迪

疇を大きく出はしないけれども、充実した演奏を聴かせた。

こうしてこの時代の非ドイツ系作曲家を聴くと、傍目八

目、ヴァーグナーとブラームスそれぞれの影響を、矛盾

なく取り入れていた事が分かるのは興味深い発見であっ

た。今年生誕150年を迎えるグラズノフ（1865-1936）も、そ

のひとりであろう。後半に演奏された第7交響曲は、《田

園》の標題を有する佳曲である。

木管の印象的な旋律で開始される冒頭から、弦と木管の

美しさ、旋律の起伏に応じた自然なふくらみは特筆すべき

ものである。但し金管が入って総
トゥッティ

奏になると、俄かに希薄

な響きとなるのがやはりこのオケ最大の弱点ではある。特

にトロンボーンが殆ど野獣的な剛毅さであって、第2楽章冒

頭のコラールや、終楽章では一定の効果を発揮してはいた

が、如何なる場合もこの調子であるのは喧
かまびす

しい事であっ

た。全体として児玉さんのアプローチは、スマートと言うより

はリズムを重めに取った、土臭さを感じさせるものであって、

このあたりの好悪は、聴き手各 に々委ねられるであろう。

未だ課題少なしとはし得ないが、こうした稀曲を様々取

り上げて、単なる紹介以上の演奏で以って聴かせてくれ

るのは、やはり児玉さんの楽曲への共感によるところが大

きい。こうした気を吐く指揮者、楽団が関西に在る事を、

わたくしたち聴き手は大いに悦ばなくてはなるまい。

ひぐち	まさみち／大阪大学文学研究科博士後期課程在学●昨年亡くな
られた馬淵卯三郎先生（大阪教育大学名誉教授）は、常 「々音そのものを扱
う事が、たったひとつ、音楽学の拠って立つ方法論である」と語っておら
れました。音、作品それ自体を聴く事、これはわたくしにとって、専門で
ある音楽学のみならず、演奏会批評をもまた貫く指針でした。そうした
意識をどれほど反映し得たか、甚だ覚束ないながらも、ここに2年間務
めさせて頂いた本欄の筆を擱きたいと思います。

撮影：草本利枝

撮影：小嶋謙介

展覧会ドラフト2015	川村麻純『鳥の歌』（3/7－5/10）

伝統芸能ことはじめ	第1回	「勧進帳」 月イチ☆古典芸能シリーズ
第22回「新内節を知る」

［明倫WS］KIKIKIKIKIKI	「ヨガ（月礼拝と骨盤調整）」 ［明倫WS］京都フィロムジカ管弦楽団
「近くで聴こう！	アンサンブルコンサート」

［明倫WS］MuDA「MuDA	全身循環運動・基礎編」

［明倫WS］笑の内閣	「新聞から時事ネタコントをつくろう」

［共催］大人と子どもの日本舞踊体験教室発表会 ［共催］ヤン富田	パフォーミング・アーツ	in	京都 ［共催］京都の暑い夏／Dance	Scape
第20回	京都国際ダンスワークショップフェスティバル（4/18－5/17）

素謡の会・関連企画
「観能ツアー♯7	《養老》《楊貴妃》《阿漕》」

明倫茶会	｢超縄文｣

PARASOPHIA:	京都国際現代芸術祭2015	アーノウト・ミック『異言』（3/7－5/10	※月曜閉場、ただし5/4〔月・祝〕は開場）
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter
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PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
サポートスタッフ活躍中！
　3月7日（土）から5月10日（日）まで、世界の第一線で活躍す
る約40名の作家が出品しているPARASOPHIAが、京都市
内各所で開催しています。京都芸術センターの講堂でも、ア
ムステルダムを拠点に活動するアーノウト・ミックの新作イ
ンスタレーション『異言』を展示しています。
　国内外から訪れるお客さまに、芸術祭を気持ちよく楽しん
でいただくため、京都市美術館や堀川団地、鴨川デルタな
どの会場で、サポートスタッフが毎日活動を続けています。
作品について分からないことがある方や感想を共有したい
方のために鑑賞の補助を行っています。サポートスタッフは
会期中も登録を受け付けています。PARASOPHIAをもっと
身近に楽しみたい方、ぜひ一緒に活動してみませんか。

超縄文

京都芸術センターで
あなたの展覧会を実現！
ジャンル不問の
新しい美術作品を募集します

今回の明倫茶会は「縄文」がテーマ。原始の時
代の暮らしを自由に想像しながら、現代、そし

て未来への時間の流れを感じてみませんか。
縄文時代は今から約1万6500年前から約3000年

前までのこととされています。各地で出土している土
器や断片的な資料が当時の人々の生活を物語っては
いますが、いまだ多くの謎に包まれています。今回
の明倫茶会では、アーティストたちの想像力により、
新たな縄文の姿を描き出します。
席主を務めるのは、現代アートの普及に尽力する

グループ「超京都」。若手作家からベテラン作家まで
の作品を扱い、5年前から町屋などの歴史的建造物
を会場としてアートフェアを開催しています。席主の
呼びかけで集まったダンサーや衣装デザイナー、料
理人たちそれぞれが「縄文」というキーワードからイ
メージを膨らませ、縄文の時代を現代に蘇らせます。
さらに、実際に土器片を用意して、触れる時間を設
けます。
過去でありながらもなお未知なる縄文時代。過去と現
在、そして未来を接続させる試みにぜひご参加ください。

今回の「作家ドラフト」の審査員は、国内外の展
覧会や芸術祭で活躍する美術家の小沢剛。こ

れまで建築家や劇作家が審査員を務めてきた「作家
ドラフト」で、美術家が審査員となるのは初の試みで
す。小沢は1990年代に美術家として頭角を現し始め
た当初から、美術の枠組みを更新する数々の実験的
な作品を発表してきましたが、その視点は美術界を
超えるはるか先まで見渡しています。
小沢が寄せたコメントからは、激変する世界や日

本の情勢を受けてもなかなか応答しきれていない若

い芸術家へのもどかしさが強く感じられます。「ほんと
うですか？	日本の若い芸術家は、分かりやすい技巧
的なものがアートなのかと信じていたり、平気で真実
から目を背けた表現をしたり、世界や他者と向かい
合うより個人的な趣味と向かい合うことを選んだり、
その割には他者への嫉妬と他者からの評価ばかり気
にしていたり。その真逆な作品を見せて下さい。」
このような小沢氏の視点から、どのような作品が
選ばれるのでしょうか。作家は今年6月頃の書類審査
を経て選出され、2016年2月に展覧会を開催します。
作品ジャンルや年齢・国籍は問いません。新しい発
想と表現に満ちた作品をお待ちしています。

もし縄文期に今のような茶会があったとしたら、縄文土器で飲む
飲み物はいったいどんな味がしたのでしょうか。

上村絵梨子（アート・コーディネーター）

作家ドラフトでは、審査員が独自の視点から作品講評を書き、展
覧会会期中には審査員と作家で対談を行います。審査員ととも
に、自分の作品について考察を深められるチャンスが数多くありま
す。あなたが実現したい作品プランのご応募、お待ちしています。

西尾咲子（アート・コーディネーター）

芸術の各分野で活躍する方が席主となってお客様との一期
一会を演出する明倫茶会。お菓子やお茶、設えや茶道具な
ど随所にこだわりを散りばめた趣向は、現代の芸術文化の
一端を垣間見る機会となり、毎回新たな発見をもたらします。

京都芸術センターの公募展「作家ドラフト」は、若手アー
ティストの発掘・支援を目的に行われます。美術に限ら
ず各界の第一線で活躍する方を審査員に招き、その独
自の見識と感性で審査を行うことが特徴です。2010年
から展覧会企画を募集する「展覧会ドラフト」と、作品を
募集する「作家ドラフト」を隔年で開催し、それぞれアー
ティストやキュレーターを志す人 を々対象としています。
今年度に募集を行うのは、「作家ドラフト」です。
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明倫茶会「超縄文」
日時：	4月25日（土）13:00／14:30
会場：	大広間
席主：	超京都（代表・松尾惠）
内容：	縄文をイメージした食べ物と飲み物、お話
定員：	各席30名
料金：	1,000円（要事前申込）
申込締切：4月10日（金）
出演：	平井優子（ダンサー/演出家）
	 前田英一（パフォーマー/a.k.a	フランソワ・アルデンテ）
縄文文化語り手：中村大（立命館大学グローバル・イノ

ベーション研究機構	専門研究員）
器制作：松井利夫（陶芸家／アート＆アーケオロジー

フォーラム事務局）
衣装制作：前田征紀（現代美術作家／COSM IC	

WONDER	主宰）
茶菓企画：加藤祐基（料理家	/光兎舎）
協力：	アート＆アーケオロジーフォーラム事務局
	 小山真有
※イベント情報（P2）もご覧ください

作家ドラフト2016
1	募集内容
京都芸術センターのギャラリー北・南いずれかの
空間を活用した作品展示プランを募集します。表
現の形式は自由。グループでの応募も可。

2	応募・参加資格
・	作品ジャンル・性別・年齢・国籍不問
・	入選した場合、展覧会の準備、開催及び撤去に
至るまで責任をもって遂行できること

3	審査方法
書類選考にて各ギャラリーにつき入選者各1名（組）
を決定

4	審査員
小沢剛（美術家／東京藝術大学先端芸術表現科准教授）

5	応募から展覧会実施までのながれ
1.	募集締切：5月10日（日）〔消印有効〕
※持参の場合は20時まで

2.	結果通知：6月下旬、全員に郵送
3.	展覧会開催：2016年2月の約1ヶ月間（開催日程
の詳細については後日相談）

※イベント情報（P2）もご覧ください

明倫茶会

作家ドラフト 2016

PARASOPHIAサポートスタッフウェブサイト
www.paravol.jp

Aernout	Mik,	Speaking	in	Tongues,	2013.	Multichannel	video	
installation.	Photo	by	Florian	Braun,	courtesy	of	 the	artist	
and	carlier	|	gebauer

超京都
現代美術の主要ギャラリーによるアート
フェア。2010年「杉本家住宅」（現在、重要
文化財）、2011年「名勝渉成園（東本願寺）」、
2013年「平成の京町家モデル住宅展示場」
において開催した。2015年4月24日（金）
～26日（日）、ブース展示のアートフェアART	KYOTOと〈超京都
artkyoto2015〉として合同開催。超京都部門では、「新しい巧＼藝
の定義」をテーマに、約10作家によって大正期の町家：ちおん舎
での展示を行う。
http://www.chokyoto.com

PROFILE

席主コメント

縄文時代は、京都の地中わずか約2m。歴史的建造
物の時間軸に添う現代美術の催し「超京都」では、
さらに壮大な時間をとらえる試み：茶会型パフォーマ
ンス「超縄文」を開催します。土器や土器片などの
実物に触れながら、千年万年前という時間を引き寄
せ、造形の起源や人々の所作や暮らしに想いを馳せ
ます。千年万年後の未来をも想像しつつ。（席主）

小沢剛（おざわ つよし）
美術家。東京藝術大学在学中から、風景の
中に自作の地蔵を建立し、写真に収める《地
蔵建立》開始。1993年から牛乳箱を用いた
超小型移動式ギャラリー《なすび画廊》や《相
談芸術》を開始。1999年には日本美術史の
名作を醤油でリメイクした《醤油画資料館》
を制作。2001年より女性が野菜で出来た武

器を持つポートレート写真のシリーズ《ベジタブル・ウェポン》を制
作。2004年に個展『同時に答えろYesとNo!』（森美術館）、2009年
に個展『透明ランナーは走りつづける』（広島市現代美術館）を開催。
2013年には「光のない。（プロローグ？）」（作：エルフリーデ・イェリネク）
において、初めて舞台演出、美術を手がける。
http://www.ozawatsuyoshi.net

PROFILE


